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業績予想値と実績値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成22年8月13日に公表いたしました第2四半期業績予想値との差異をお知らせするとともに同日公表い

たしました通期の業績予想を下記の通り修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

                     

    記 

 

１．業績予想値と実績値の差異 

（１）第2四半期業績予想値と実績値の差異（平成22年4月1日～平成22年年9月30日）単位：百万円 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）  6,500 △80 △70 30 0.12
円 銭

今回の実績値（Ｂ）  6,387 △138 △95 17 0.07

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △112 △58 △25 △13 －

増 減 率（ ％ ）  △1.7 － － △42.0 －

（参考）前 期 第 2

四 半 期 連 結 実 績 

（平成 22 年 3 月期） 

5,486 △1,571 △1,526 △2,639 △22.90

   

（２）業績予想数値と実績値の差異が生じた理由 

① 訪日観光客の増加により当社計画は全体として順調に推移しておりましたが、第2四半期後半から一

時的に減少していること。 

② グローバル化を骨子とした事業戦略に対する当社への評価が高まり国内出店機会の機運に恵まれ、今

期計画を上回る速さで新規出店を推進したことによる出店コストの先行。 

③ 海外事業の本格化および新規出店を見こした人材の先行採用による人件費の増加。 

 

上記理由により第2四半期の営業利益、経常利益、純利益が予想を下回る実績となりました。 
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２．通期業績予想の修正 

（１）平成22年12月期通期業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年12月31日）単位：百万円 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）  10,800 50 60 160 0.61

今回修正予想（Ｂ）  10,000 △110 △70

円 銭

30 0.11

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △800 △160 △130 △130 －

増 減 率（ ％ ）  △7.4 － － △81.3 －

（ 参 考 ） 前  期 

連 結 実 績 

（平成 22 年 3 月期） 

9,693 △2,124 △2,050 △2,536 △14.45

 

（２）通期業績予想の修正理由 

海外事業の本格稼働化に伴うＰＢ商品の販売開始による利益の押し上げを見込んでおり、第三四半期では

黒字化する見通しであります。しかしながら、当初予定通り進捗しておりました業績予想が第二四半期後半

に受けた一時的な影響を補う時間が（決算期変更による9か月決算のため）ないため通期業績の修正をする

ことにいたしました。 

 

なお、本業績予想の数値は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の

業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


